
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 

 

 

(午後１時30分開始 制限時間 ２時間) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 
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 工  業  簿  記  
    

 1 - 3  

第４問（20点） 

ＮＳ製作所では、実際個別原価計算を行っている。下記の［資料］にもとづいて、答案用紙の７月末の仕掛品

勘定および製品勘定を作成しなさい。 

［資料］ 

１．各製造指図書に関するデータは、次のとおりである。 

製造指図書番号 Ｎo.601 Ｎo.602 Ｎo.603 Ｎo.604 

製 造 着 手 日 ６/４ ６/18 ７/２ ７/16 

完 成 日 ６/27 ７/10 ７/29 ８/14予定 

引 渡 日 ７/５ ７/19 ８/10予定 ８/17予定 

直 接 作 業 時 間 130時間 60時間 45時間 110時間 75時間 

製造原価：  ６月 ７月  

直 接 材 料 費 1,670,000円 922,000円 574,000円 ？   円 939,000円

直 接 労 務 費 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円

製 造 間 接 費 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円

合 計 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円 ？   円

２．当月における直接材料の材料増減は、次のとおりであった。(  )内は購入原価である。 

月初在庫量  1,600 kg (＠410円)

当月購入量  7,400  (＠405円)

計  9,000 kg  

月末在庫量  1,800   

当月出庫量  7,200 kg  

３．直接材料の消費高の計算には、先入先出法を用いている。 

４．直接労務費は予定賃率を用いており、予定賃率は１時間あたり1,200円である。 

５．製造間接費は、直接労務費の75％を予定配賦している。 

 

第５問（20点） 

 船橋工場では２つの工程を経て等級製品Ａ、Ｂを連続生産しており、累加法による工程別・等級別総合原価計

算を行っている。下記の資料にもとづいて、答案用紙に問われている数値を答えなさい。 

［資料］ 

１．当月の生産実績 

  第１工程  第２工程   

月初仕掛品  4,600 個 (70％)  2,800 個 (60％)   

当 月 投 入  27,900    29,200     

合  計  32,500 個   32,000 個    

完 成 品  29,200 個   28,000 個 (Ａ製品16,000個 Ｂ製品12,000個) 

月末仕掛品  2,400  (60％)  4,000  (30％)   

仕 損   900    ―     

合  計  32,500 個   32,000 個    

２．完成品と月末仕掛品への原価配分については、第１工程を平均法により、第２工程を先入先出法により計算

する。 

３．原料については第１工程の始点で原料αが投入され、第２工程の終点で原料βが投入される。 

４．（  ）内の数値は加工進捗度を示している。 

５．第１工程の途中で仕損が発生している（発生点は不明）。仕損は正常仕損であり、いわゆる度外視法により、

仕損はすべて良品に負担させる。なお、仕損は工程の途中で発生しているので、完成品のみに負担させず、月

末仕掛品にも負担させること。また、仕損品の評価額はゼロである。 

６．等価係数  両製品の等価係数は重量比にもとづいて次のように算定される。 

 Ａ製品 Ｂ製品 

等価係数 １ 0.8 

７．当月の原価資料  月初仕掛品 第１工程 原料α  1,024,000円   加工費  482,800円 

                 第２工程 前工程費 1,399,000円   加工費  571,000円 

           当月投入額 原料α  8,456,000円   第１工程加工費 5,492,000円 

                 原料β  2,090,000円   第２工程加工費 8,944,000円 
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第１問（20点） 

 
仕 訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 

    

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 
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第２問（20点） 

問１ ①垣花商事株式会社：社債の帳簿価額 ②藤巻商会株式会社：満期保有目的債券の帳簿価額 

 ￥   ￥   

       

問２ ①垣花商事株式会社：社債の帳簿価額 ②垣花商事株式会社：社債利息の金額 

 ￥   ￥   

       

問３ ①垣花商事株式会社：社債償還損益の金額 ②垣花商事株式会社：社債利息の金額 

 ￥   ￥   

 ※損の場合には数値の前に「△」を付しなさい。    

       

問４ ①藤巻商会株式会社：有価証券評価損益の金額 ②藤巻商会株式会社：売買目的有価証券の帳簿価額 

 ￥   ￥   

 ※損の場合には数値の前に「△」を付しなさい。   
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第３問（20点） 

損 益 計 算 書 

           自平成25年４月１日 至平成26年３月31日       (単位：円)

Ⅰ 売 上 高    （  ）

Ⅱ 売 上 原 価      

 １．期首商品棚卸高 （ ）    

 ２．当期商品仕入高 （ ）    

 合 計 （ ）    

 ３．期末商品棚卸高 （ ）    

 差 引 （ ）    

 ４．棚 卸 減 耗 損 （ ）    

 ５．商 品 評 価 損 （ ） （  ）

   (         ）   （  ）

Ⅲ 販売費及び一般管理費      

 １．給 料  504,000     

 ２．保 険 料 （ ）    

 ３．旅 費 交 通 費  271,000     

 ４．水 道 光 熱 費  162,000     

 ５.(        ） （ ）    

 ６．減 価 償 却 費 （ ）    

 ７．修繕引当金繰入 （ ）    

 ８．の れ ん 償 却 額 ( )    

 ９．貸 倒 損 失 （ ） （  ）

   (        ）   （  ）

Ⅳ 営 業 外 収 益      

 １．受 取 利 息 （ ）    

 ２．有 価 証 券 利 息  4,000     

 ３．受 取 配 当 金  12,000  （  ）

Ⅴ 営 業 外 費 用      

 １．社 債 利 息 （ ）    

 ２．有価証券評価損 （ ） （  ）

   (        ）   （  ）

Ⅵ 特 別 損 失      

 １．固定資産除却損   （  ）

   税引前当期純利益   （  ）

   法人税、住民税および事業税   （  ）

   (        ）   （  ）
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   生年月日      .  .  

  ×        (ココヲトジル) ×

      
    

第２問（20点） 

問１ ①垣花商事株式会社：社債の帳簿価額 ②藤巻商会株式会社：満期保有目的債券の帳簿価額 

 ￥   ￥   

       

問２ ①垣花商事株式会社：社債の帳簿価額 ②垣花商事株式会社：社債利息の金額 

 ￥   ￥   

       

問３ ①垣花商事株式会社：社債償還損益の金額 ②垣花商事株式会社：社債利息の金額 

 ￥   ￥   

 ※損の場合には数値の前に「△」を付しなさい。    

       

問４ ①藤巻商会株式会社：有価証券評価損益の金額 ②藤巻商会株式会社：売買目的有価証券の帳簿価額 

 ￥   ￥   

 ※損の場合には数値の前に「△」を付しなさい。   
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第３問（20点） 

損 益 計 算 書 

           自平成25年４月１日 至平成26年３月31日       (単位：円)

Ⅰ 売 上 高    （  ）

Ⅱ 売 上 原 価      

 １．期首商品棚卸高 （ ）    

 ２．当期商品仕入高 （ ）    

 合 計 （ ）    

 ３．期末商品棚卸高 （ ）    

 差 引 （ ）    

 ４．棚 卸 減 耗 損 （ ）    

 ５．商 品 評 価 損 （ ） （  ）

   (         ）   （  ）

Ⅲ 販売費及び一般管理費      

 １．給 料  504,000     

 ２．保 険 料 （ ）    

 ３．旅 費 交 通 費  271,000     

 ４．水 道 光 熱 費  162,000     

 ５.(        ） （ ）    

 ６．減 価 償 却 費 （ ）    

 ７．修繕引当金繰入 （ ）    

 ８．の れ ん 償 却 額 ( )    

 ９．貸 倒 損 失 （ ） （  ）

   (        ）   （  ）

Ⅳ 営 業 外 収 益      

 １．受 取 利 息 （ ）    

 ２．有 価 証 券 利 息  4,000     

 ３．受 取 配 当 金  12,000  （  ）

Ⅴ 営 業 外 費 用      

 １．社 債 利 息 （ ）    

 ２．有価証券評価損 （ ） （  ）

   (        ）   （  ）

Ⅵ 特 別 損 失      

 １．固定資産除却損   （  ）

   税引前当期純利益   （  ）

   法人税、住民税および事業税   （  ）

   (        ）   （  ）
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第４問（20点） 

仕 掛 品 （単位：円）

前 月 繰 越 (  )  製 品 (  )

当 月 製 造 費 用     次 月 繰 越 (  )

直 接 材 料 費 (  )     

直 接 労 務 費 (  )     

製 造 間 接 費 (  )     

計 (  )     

 (  )   (  )

 

製 品 （単位：円）

前 月 繰 越 (  )  売 上 原 価 (  )

仕 掛 品 (  )  次 月 繰 越 (  )

 (  )   (  )

 

 

第５問（20点） 

 第１工程完成品総合原価   円 
   

 第１工程月末仕掛品原価   円 
   

 第２工程月末仕掛品原価   円 
   

 完成品総合原価  Ａ製品   円 
   

 完成品総合原価  Ｂ製品   円 
   

 完成品単位原価  Ａ製品   円 
   

 完成品単位原価  Ｂ製品   円 

 



                    合格アシストノート           第１予想 第３問 

解き方 

Step1： まずは[資料Ⅱ]の「未処理」・「未記帳」の仕訳をします。 

Step2： 決算整理事項の仕訳をします。 

Step3： Step1、Step2 を基に答案用紙に記入します。 

 

Ⅱ－２．備品の除却時 

過年度の 

減価償却計算 

平成24年３月31日： ￥320,000×20％ ＝ ￥(      )

平成25年３月31日： {(￥(      )－￥(      )}×20％ ＝ ￥(      )

 除却資産の減価償却累計額⇒ 計  ￥(      )

当期の減価償却費 平成26年3月31日： {(￥(      )－￥(      )}×20％ ＝ ￥(      )

Ⅲ－２．売上原価の計算および商品の評価 

            

 原価           期末商品棚卸高 ￥(      ) 

 ＠￥(    )  
商品評価損 

\(    ) 

棚 

卸 

減 

耗 

損 

￥(    )

  

 正味売却価額 

 ＠￥(    ) 

B/S 商品 

￥(      ) 

  

  

  

  数量 (    )個   (    )個  (    )個 

                (実地)     (帳簿) 

Ⅲ－５．社債に関する処理 

（１）償却原価法(定額法) 

発行差額： ￥(      )× 
＠￥(   )－＠￥(   )

＝￥(      )
＠￥(   ) 

償却原価法による加算額(償却額)： ￥(      )×
(   )カ月

＝￥(      )
(   )カ月

Ⅲ－６．のれんの償却 

決算整理直前におけるのれん勘定の残高を、残り(   )カ月にわたり償却 

のれん償却額： ￥(      )×
(   )カ月 

＝￥(      )
(   )カ月 

Ⅲ－７．前払保険料の計上 

 

 

 

 

前期前払保険料(   )カ月分 当期支払保険料(   )カ月分 

 当期前払保険料(   )カ月分 

前払保険料： ￥(      )× 
(   )カ月 

＝￥(      )
(   )カ月 

Ⅲ－９．未収利息の計上 

 

 

 

 

当期未収利息(   )カ月分  

未収利息： ￥(      )×(  )％× 
(   )カ月 

＝￥(      )
(   )カ月 

 

支払 

 

4/1 11/1 

当 期 
 

３/31 

 

10/31 

貸付 

４/1 10/1 ３/31 ５/31

当 期

返済 



                    合格アシストノート           第２予想 第３問 

解き方 

Step1： まずは「未処理」・「未記帳」の仕訳をします。 

Step2： 決算整理事項の仕訳をします。 

Step3： Step1、Step2 を基に、精算表を完成させます。 

 

２．銀行残高調整表     

         銀行勘定調整表 

         企残(   ) 銀残 (   )

(  )   ( 当 座 預 金 )  ⑶ (   ) ⑴ (   )

( 当 座 預 金 )   (  )  ⑷ (   ) ⑵ (   )

          (   )  (   )

 

６．売上原価の計算および商品の評価 

原価  

＠￥(    ) 

       期末棚卸高 ￥(      )  

評価損 

￥(     ) 棚 
減 
 
 

￥(    )

 

      

正味売却価額 

＠￥(    ) 

B/S 商品 

￥(     ) 

      

 

 

    棚数量：(    )個 (    )個         

          (実地)    (帳簿)         
 

(  ) 90,000  (  ) 90,000  

(  )  (  )   

(  )  (  )   

( 棚 卸 減 耗 損 )  (  )   

( 商 品 評 価 損 )  (  )   

(  )  ( 棚 卸 減 耗 損 )   

(  )  ( 商 品 評 価 損 )   

 

８．社債の処理 

（１）償却原価法 

発行差額：￥(      )×
＠￥(   )－＠￥(   )

＠￥(   ) ＝￥(      ) 

償却原価法による加算額(償却額)：￥(      )×
(   )カ月

(   )カ月＝￥(    ) 

(  )  (  )   

 

10．前払保険料の計上 

 

 

 

 

前期前払保険料 

（  カ月分） 

当期支払保険料 

（  カ月分） 

 当期前払保険料 

（  カ月分） 

当期前払保険料：￥(     )×
(    )カ月

(    )カ月＝￥(     ) 

(  )  (  )   

 

支払 

 

4/1 10/1

当 期
 

３/31 
9/30 

                    合格アシストノート          第１予想 第５問 

第５問 

解き方 

Step1： 第１工程と第２工程の生産データを整理するため、計算用紙にボックス図をつくります。 

Step2： Step1 の図に月初仕掛品原価、当月製造費用の原価データを記入します。 

Step3： 各完成量に等価係数を掛けた積数の比で各等級製品に按分します。 

Step4： Step2、Step3を基に答案用紙に記入します。 

 

   第１工程：平均法        第２工程：先入先出法    

    月初   完成         月初       

(  )円  4,600 個  29,200 個    (  )円  2,800 個      

(  )円 (  個)    ( )円  (  )円 (  個)  完成  ( )円

       仕損  ( )円         28,000 個   

    当月   900 個        当月       

(  )円 (  個)       (  )円 (  個)      

(  )円 (  個)  月末     (  )円 (  個)  月末    

       2,400 個 ( )円 原料β       4,000 個 ( )円

      (  個) ( )円  (  )円    (  個) ( )円

 

完成品総合原価の各等級製品への按分 

等価係数を使って積数を算定し、完成品総合原価を積数の比で各等級製品に按分します。 

製品Ａ： (     )個× 1  ＝ (     )  
製品Ａ：

 

製品Ｂ：

(      )円

(      )
×(      ) 

(      )円

(      )
×(      ) 

＝

 

＝

(       )円 

 

(       )円 

製品Ｂ： (     )個×0.8 ＝ (     )  

 計  (     )  

各等級製品の完成品単位原価を計算します。 

製品Ａ： (       )円÷(    )個 ＝ (     )円/個

製品Ｂ： (       )円÷(    )個 ＝ (     )円/個

 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 

                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 

 

 

 

 

 



                      計 算 用 紙      半分に切ってお使いください 
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